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佐
伯
理
一
郎
（
一
八
六
二
～
一
九
五
三
）
は
、
既
に
阿
知
波
五

郎
、
長
門
谷
洋
治
、
指
宿
照
久
の
各
氏
等
に
よ
っ
て
多
く
の
報
告

が
な
さ
れ
て
い
る
。
演
者
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
オ
ス
ラ
ー
（
一
八

四
九
～
一
九
一
九
）
が
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
教
授
時
代
に
、
佐

伯
が
オ
ス
ラ
ー
に
直
接
教
え
を
受
け
た
唯
一
の
日
本
人
医
師
で
あ

る
こ
と
に
興
味
を
覚
え
、
『
オ
ス
ラ
ー
の
教
え
子
、
佐
伯
理
一
郎

の
人
と
業
績
」
と
題
す
る
拙
槁
を
、
日
本
医
事
新
報
第
三
九
四
七

号
（
上
）
、
八
号
（
下
）
に
発
表
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
時
に
用
い

た
参
考
文
献
（
資
料
）
の
一
つ
で
あ
る
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
便
覧

（
ご
邑
笥
閂
凰
ご
旦
両
①
ご
己
望
写
四
昌
煙
ｅ
禺
巴
○
ぬ
巨
の
四
ロ
ロ
シ
ロ
ロ
○
口
目
８
，

ョ
の
具
の
畠
雪
‐
諾
）
か
ら
得
ら
れ
た
若
干
の
知
見
を
補
足
し
報
告
す

ワ
』

佐
伯
理
一
郎
と
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
留

学
Ｉ
大
学
便
覧
（
一
八
八
七
～
八
八
）
か
ら
得
た
若

干
の
知
見

渡
辺
昭
彦

つ
（
》
Ｏ

ま
ず
、
大
学
便
覧
の
「
入
学
」
の
章
で
は
、
「
正
規
の
医
学
校

を
卒
業
し
、
成
績
優
秀
な
る
も
の
は
無
試
験
で
第
三
学
年
に
入
学

で
き
る
。
」
と
い
う
一
項
が
あ
る
。
佐
伯
の
熊
本
医
学
校
で
の
成

績
証
明
書
に
は
「
在
学
中
成
績
優
秀
に
し
て
品
行
方
正
」
と
書
か

れ
、
日
付
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
九
月
三
十
日
と
な
っ
て

い
る
。
卒
業
証
書
の
日
付
は
明
治
十
五
年
七
月
一
日
な
の
で
、
明

ら
か
に
留
学
直
前
に
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
三
年
次
入
学
の
た
め

に
、
佐
伯
が
熊
本
医
学
校
に
依
頼
し
て
特
別
に
発
行
し
て
も
ら
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
か
く
し
て
佐
伯
は
前
述
の
入
学

条
件
を
満
た
し
た
の
で
三
学
年
に
入
学
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（
一
八
八
七
年
一
月
三
日
入
学
）
。

第
二
に
医
学
部
教
授
団
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ペ
ッ
パ
ー
学
長
を

筆
頭
に
、
十
二
名
の
教
授
が
名
を
つ
ら
ね
、
オ
ス
ラ
ー
は
臨
床
医

学
（
内
科
）
を
担
当
し
て
い
た
。
病
理
学
並
び
に
剖
検
は
ジ
ェ
ー

ム
ス
・
タ
イ
ソ
ン
の
担
当
で
あ
っ
た
が
、
オ
ス
ラ
ー
は
自
分
の
患

者
が
死
亡
す
る
と
、
病
因
や
死
因
を
つ
き
と
め
る
た
め
に
、
学

生
を
集
め
て
、
自
分
が
剖
検
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
時

の
剖
検
材
料
は
、
後
に
名
著
と
な
っ
た
内
科
書
（
弓
扁
卑
ョ
ｇ
‐
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亘
舟
四
目
勺
国
８
８
呉
冨
＆
目
扁
ロ
の
凶
習
巴
さ
風
胃
ご
開
○
津
胃

印
画
ｇ
旨
○
口
の
易
四
目
陣
且
呂
厨
旦
冒
８
国
ロ
①
己
褐
）
を
完
成
さ
せ

る
の
に
大
い
に
役
立
っ
た
。

次
に
学
習
課
程
で
は
、
第
一
学
年
（
臨
床
化
学
諸
検
査
、
薬
理
、

骨
解
剖
、
組
織
学
、
剖
検
の
他
一
般
内
科
外
科
学
講
義
）
、
第
二
学
年

（
討
議
主
体
の
臨
床
教
育
の
他
医
化
学
、
病
理
組
織
と
身
体
所
見
診
断

学
の
臨
床
実
習
、
剖
検
）
。
ま
た
、
二
、
三
学
年
を
通
じ
て
大
学
お

よ
び
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
病
院
で
の
一
般
内
科
、
外
科
と
特
別
外

来
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
三
年
で
は
診
断
学
を
含

ん
だ
臨
床
内
科
、
外
科
並
び
に
婦
人
科
の
特
別
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の

指
導
が
あ
り
、
他
に
眼
、
耳
、
の
ど
な
ど
を
色
々
の
器
具
を
用
い

て
診
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
四
に
、
三
学
年
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
は
、
直
接
個
別
に
指
導
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
Ａ
か
ら
Ｄ
ま
で
の
四
組
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ス
ラ
ー
（
内
科
）
、
ア
シ
ュ
ハ
ー
ス
ト
（
外

科
）
、
グ
ッ
デ
ル
（
婦
人
科
）
そ
し
て
特
別
外
来
の
指
導
を
順
次
受

け
る
よ
う
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
現
在
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
当
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
五
に
三
年
生
用
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
。
明
治
政
府
は
一
八
六

九
年
ド
イ
ツ
医
学
を
導
入
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
は
い
う
も
の

の
、
一
八
七
○
～
一
八
八
○
年
代
は
、
英
米
系
特
に
ペ
ン
シ
ル
バ

ニ
ア
大
学
系
の
医
学
書
が
数
多
く
翻
訳
さ
れ
、
医
術
開
業
試
験
や

学
生
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大

学
医
学
部
三
年
生
で
は
、
ウ
ッ
ド
の
治
療
学
、
ア
グ
ニ
ュ
ー
の
外

科
学
、
レ
イ
デ
ィ
や
グ
レ
ー
の
解
剖
学
、
プ
リ
ン
ト
の
内
科
学
等

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
す
で
に
日
本

語
に
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
佐
伯
も
留
学
前
に
こ
れ
ら
の
翻
訳
本
や

原
書
で
学
ん
だ
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

一
八
八
八
年
四
月
二
日
に
始
ま
っ
た
卒
業
試
験
に
合
格
（
平
均

点
数
七
三
・
八
）
。
五
月
一
日
の
卒
業
式
を
待
た
ず
に
、
次
の
留
学

地
ド
イ
ツ
に
向
い
ミ
ュ
ヘ
ン
大
学
婦
人
科
で
婦
人
科
を
専
攻
。

最
後
に
、
同
級
生
一
同
の
写
真
を
供
覧
し
、
同
級
生
ウ
イ
リ
ア

ム
・
シ
ャ
ー
プ
レ
ス
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。

（
渡
辺
小
児
科
医
院
）


